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女 子 尿 道 憩 室 の13例

三品泌尿器科医院(院 長:三 品輝男)

三 品 輝 男

京都済生会病院泌尿器科(部 長:渡 辺康介)

渡 辺 康 介

THIRTEEN CASES OF THE FEMALE URETHRAL DIVERTICULA

      Teruo MISHINA 

From the Mishina Urological Office 

   (Chief: Dr. T. Mishina)

  Kousuke WATANABE 

From the Department of Urology 
  Kyoto Saiseikai Hospital 

  (Chief: Dr. K. Watanabe)

   We report 13 cases of female urethral diverticula which were diagnosed at the Mishina 
Urological Office between July, 1984 and June, 1987. The 8 cases among them were disco-
vered between July, 1986 and June, 1987 in the office, because the positive pressure urethro-

graphy has been energetically performed to detect female urethral diverticulum since No-
vember, 1985. The number of female outpatients in this period was 285, and the occurrence 
rate of the female urethral diverticula was 2.8%. Transvaginal diverticulectomy was per-
formed in 5 of the 13 cases, using methylene blue-coagulum as an adjunct to the surgery. 
Postoperative course was uneventful in all cases. 

   We herein reviewed the literature on this disease in addition to 65 cases including our 
cases since 1980.

Key  words: Female urethral diverticulum, High pressure urethrography, Transvaginal di-

            verticulectomy, Coagulum formation

は じ め に

女子尿道憩室は,女 子尿路疾患の中で最も見逃がさ

れ易い疾患の1つ である.慢 性尿道膀胱炎,刺 激膀胱

として扱われている症例の中に精査すればかな り高率

に本疾患が発見されるようである.著 者も最近,高 圧

尿道造影法により13例の本症を経験 したので報告する

とともに若干の考察を行う、

症 例

症 例1:S.K.,33歳 主 婦

初診:1985年3月1日

主 訴:尿 道 よ りの 膿 分 泌

既 往 歴:分 娩3回.19歳 時 に 椎 間板 ヘ ル ニ アの 手術

現 病歴=1984年8月 妊 娠 時 の 検診 に て尿 道 よ りの排

膿を指 摘 され,京 都 済 生 会病 院 泌尿 器 科 を 受診 した.

尿所 見=蛋 白(一),潜 血(一),白 血 球(掛),赤

血球(一),上 皮細胞(十),細 菌(+).

現症:膣 前壁にクルミ大の腫瘤があり,腫 瘤圧迫に

より外尿道口からの排膿を認めた.内 視鏡上憩室口は

も

瀦

Fig.1.CaselHighpressureUG



344 泌尿紀要34巻

不 明 で あ った が,doubleballooncathetertlこ よる高

圧 尿道 造 影 に よ り尿 道 憩 室を 認 めた(Fig・1)・
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現症=内 視鏡上憩室口は不明であったが,高 圧尿道

造影によって小指頭大の尿道憩室を認めた(Fig・3)・

治療:保 存的に経過観察中。

症例3'Y.S..34歳,主 婦

初診;1985年9月13日

主訴:排 尿後痛

既往歴=分 娩2回,26歳 時に急性腎孟腎炎

現病歴:排 尿後,会 陰部に疹痛を訴え三品泌尿器科

医院を受診した.

尿所見:蛋 白(一),潜 血(冊),白 血球(一),赤

血球(十),上 皮細胞(十),細 菌(一).

現症:内 視鏡上憩室口は不明であったが,高 圧尿道

造影によって示指頭大の尿道憩室を認めた(Fig.4).

Fig,2.Case10perativemcthod

治 療:1985年8月6日,doubleballooncatheter

を用 い,憩 室 内に コア グ ラムを 作製 した 後,全 麻下 に

経 膣 式 に憩 室 全 摘 出術 を 施 行(Fig.2).術 後 経 過 は

良好 で,現 在 憩 室 の再 発 は認 め られ て いな い.憩 室 の

病理 組 織 学 的 検討 で は,chronicinflammationで あ

った.

症 例2:N.K.,16歳,未 婚

初 診:1985年8月13日

主 訴:膿 尿

既 往 歴:特 記す べ き もの な し

現 病 歴:1984年12月 お よび1985年6月27日 に 高熱,

左 腰 痛 お よび 頻 尿を 訴 え,近 医 に て加 療 を 受 け て い

た.今 回精 査 の ため,三 品泌 尿 器科 医 院 を受 診 した.

尿 所 見:蛋 白(一),潜 血(一),白 血 球(+),赤

血 球(一),上 皮 細胞(一),細 菌(一).

耀

肇
妻

寒

駕難

蓉

頓
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治療=1985年10月25日,腰 麻下に憩室内にメチレソ

ブルーを加えたコアグラムを作 製 した後,経 膣式に

憩室摘出術を施行した.術 後経過は良好にて全治退院

し再発を認めない.病 理組織学的検討では,chronic

inflammationで あった.

症例4:0.y.,24歳,未 婚

初診1985年ll月29日

主訴:繰 り返 しおこる膀胱炎

既往歴:繰 り返す尿路感染症

現病歴:1985年8月 より毎月膀胱炎に罹患 し精査の

ために三品泌尿器科医院を受診 した.

尿所見:蛋 白(一),潜 血(一),白 血球(+),赤

血球(一),上 皮細胞(+),細 菌(一)。

現症:内 視鏡上憩室口は不明であったが,高 圧尿道

造影にて示指頭大の尿道憩室を認めた(Fig.5).

治療11985年12月20日,腰 麻下に憩室内にメチレン

ブルーを加えたコアグラムを作製後,経 膣式に憩室摘

出術を施行した.術 後経過は 良好にて 全治退院し,
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再 発を 認め ない.病 理 組 織 学 的 検 討 で は,chronic

inflammationで あ った.

症例5'Y.S..60歳,主 婦

初診:1986年5月24日

主 訴=繰 り返 す 膀 胱 炎,終 末 時排 尿痛

既往 歴:分 娩2回,糖 尿病(8年 前 よ り)

現 病歴:25歳 に結 婚.27歳 長 男 出 産(鉗 子 分 娩).

30歳 長 女 出産.35歳 頃 よ り性 交時 に とび あが る程 の疹

痛を 訴 えて い た.そ の時,年 に2回 以 上 膀 胱 炎 に 罹

患.今 回 も1ヵ 月前 よ り終 末 時排 尿 痛 を訴 え,内 科 医

よ り抗 生物 質 の投 与 を受 くも軽快 せ ず 精 査 の ため,三

品泌 尿器 科 医 院 を受 診 した.

尿 所見:蛋 白(±),潜 血(+),糖(一),白 血球

(+),赤 血 球(+),上 皮 細 胞(+),細 菌(一).

現 症:腔 前 壁 に クル ミ大 の 腫瘤 を触 れ,圧 迫 よ り尿

道 よ りの 出血 が認 め られ た.内 視 鏡上 憩 室 内に 凝 血 塊
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と憩 室 粘膜 の発 赤 が あ り,高 圧 尿道 造 影 に て クル ミ大

の 尿 道憩 室 が描 出 され た(Fig.6),

治療:1987年5月28日 入院.糖 尿病 の コ ソ トロール

の 後,全 麻下 に憩 室 内に コア グ ラ ム作 製 後,経 腔 式 に

憩 室摘 出術 を 施行 した.術 後経 過 は 良好 に て 全治 退 院

し,再 発 を 認 め ない.摘 出憩 室 の病 理 組 織 所 見 は,

chronicinflammationで あ った,

症 例6-13はTable1の 中 でCases179-186と

して示 した ので 詳細 は 省 く.

考 察

女子 尿 道 憩室 は,1786年WilliamHeyに よ り初

め て報 告 され た が,1931年 に米 国 の医 学雑 誌 に 数編 の

女 子 尿道 憩 室 の論 文 が記 載 され るま で,本 報 告 は あ ま

り重 要視 され てい な か った.1939年 に,Gastonand

Ferrucciは 文 献上39例 の 女子 尿 道憩 室 を 集め,自 己

の1例 を加 え報 告 した.そ の後 徐 々に報 告 され,本 疾

患 は1950年 代 に な って初 め て米 国 の 医学 部 の カ リキ ュ

ラ ムに組 み 入れ られ た1).

1956年DavisandCian2)に よ り,高 圧尿 道 造影

法 が 本症 の診 断 に導 入 され てか ら女 子尿 道 憩室 の報 告

は増 加 し,そ れ程 珍 しい疾 患 で はな くな った.

Bruning")は 女子 剖 検500例 中3例 に尿 道 憩室(0.6

%)を 認 め た と報告 して い る.Andersen4)は300例

の 子宮 癌 症 例に 高圧 尿 道造 影 を 行 い,16例 に 尿 道憩 室

の 合併 を 認 め,女 性 の約3%に 尿 道憩 室 が認 め られ る

として い る.DavisandRobinson5)は6,481名 の女

性 泌 尿器 科 入 院患 者 の うち120名(1.85%)が 尿 道憩

室 患者 で あ った と報告 して い る.ま た,HajiandE-

vans6)は 女 性 の1.85～4.1%に 尿 道 憩室 を 認 め る と し

て い る.

三 品 泌尿 器科 医院 で は,1984年7月 か ら1986年6月

まで の女 性 患者 数 は610名 で,う ち5名(0.8%)に 尿

道 憩 室 を認 め て い る7).積 極的 に 高 圧 尿道 造影 を行 っ

た1986年7月 か ら1987年6月 まで の女 性患 者285名 中,

尿道 憩 室 は8名(17歳22歳,23歳,24歳35歳,49

歳,52歳,56歳 各1名,Tab】e2)で,頻 度 は2.8%

で あ った.著 者 の 医院 で の尿 道 憩 室症 例 の頻 度 も,諸

家 の報 告 に近 い とい え る.

本 邦 に おけ る 女 子 尿道 憩 室 は井 尻8)の 報告 が 最 初 で

平 野 ら9)(1970)が74例,大 矢1。)(1971)が89例,郡

らll)(1976)が111例,瀬 田 ら!2)(1980)が124例 を 集

計 して い る.瀬 田 らの報 告 以後1987年6月 まで の7年

半 の問 に 、 自験13例 を 含め65例 が 報 告 され て お り,本

邦 報告 例 は187例 とな る.

1)定 義 お よび 発 生病 理
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三品,渡 辺:女 子尿道憩室 ・高圧尿道造影

女子 尿 道 憩 室 とは,尿 道 と交 通 す る 尿道 周 囲 に存 在

す る・嚢状 の 空 洞 で あ り,交 通 の ない もの を褒 腫 と呼 ん

で いる.臨 床的 に は交 通 の有 無 は 不 明 の場 合 が 多 く,

W磁rtonandKearnsゆ が 述 べ て い る よ うに,労 尿

道嚢 腫や 膿瘍 も含め,尿 道憩 室 と して広 義 に 解 釈 され

ている.

尿 道 憩室 の発 生 原 因 と して,先 天性 お よび 後 天性 の

ものが あ る,Johnsoni4)(1938)は,先 天 性 の もの と

して,

(1)Wolff氏 管 の 遺 残 で あ るGartner氏 管
』(2)W
olff氏 管 原 基 の不 完 全 癒着 に よる嚢腫 形 成

(3)細 胞 巣

(4)尿 道 中 隔嚢

後天 性 の もの と して,

(1)分 娩 に よる損 傷

② 尿 道腺 の感 染

(3)尿 道 内器 械 操 作

(4)尿 道 狭 窄

(5)尿 道 結石 に よ る損傷

か らの発 生 を考 えた.

本症 の発 生 原因 と して は,先 天 性 は非 常 に少 な く,

ほ とん どが 後天 性 で あ る と さ れ て い る14・15)す な

わ ち,paraurethralglandsが 感 染 と 閉 塞 と に よ り

retentioncystsと な り,さ らに 感 染 が加 わ り尿 道 に

破 れ て憩 室 が発 生 す る と考 え られ て い る16).

2)年 齢:好 発 年 齢 はDavisandTelindeL7)に ょ

れ ば20～40歳 代(症 例 数121例)で,Leei5)に よれ ば

30～40歳 代(症 例 数108例)で あ る.一 方,本 邦187例

の年齢分 布 は3歳11ヵ 月か ら94歳 に分 布 し,好 発 年齢

は25～55歳 代 で,外 国例 と比 較 して高 年 齢層 に 及 ん で

い る.

3)症 状および診断:自 覚症状としては,膀 胱尿道

炎症状(頻 尿,排 尿痛,残 尿感,尿 道出血)が 主なも

ので,排 尿困難や尿失禁の症状 も多く,本 邦例では排

膿を主症状とするものもある,再 発性,難 治性の膀胱

尿道炎症状を訴える症例においては,本 症を疑って精

査する必要がある.

他覚的所見としては,膣 前庭部腫瘤形成および圧迫

排膿n・17》が主なもので,小 さい尿道憩室の場合には,

他覚的所見を欠いている。

診断には,繰 り返す膀胱尿道炎の症例に対しては,

本症を疑って注意深く視およぼ腔部触診を行い,尿 道

鏡および高圧尿道造影を行 う必要がある.諸 家の報告

によれば尿道鏡による憩室口発見率は低く,高 圧尿道

造影が診断の決め手のように思われる.Bhatiat8)は

urethralpressureprofilesが1・eeandKellerl9)
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は 超 音 波診 断 が尿 道 憩 室 の診 断 に有 用 で あ る と述 べ て

い る.郡 ら11)は直 接 憩 室 穿刺 法 を推 奨 して い る.

合 併症:尿 道 憩 室 の 合併 症 と して,結 石 ど憩 室腫 瘍

が あ るが,本 邦187例 中結 石 は41例 .(22%)に,,腫 瘍

は16例(9%)に 認 め られ て い る.

治療:1950午 代 まで は, .尿 道拡 張 術,切 開 ドレナ ー

ジ,尿 道 電 気 凝固 術,尿 道 よ りの吸 引 な どが 主 に行 わ

れ て い たが,1945年 以 後経 腔 的憩 室 切 開 術 も 行 わ れ

る よ うにな った.WhartonandKearnsi3)}よ30例

の 尿道 憩 室 の うち17例 に経 腔 的 切 除 を 行 い,2例 に

urcthrovaginalfistulaを 合併 して い る.

Leeig)(1983)は85例 の 尿 道 憩 室 に 憩 室 切 除 口

をparaurethralfasciaを 用 い,vest・overparts

fashionに よ りおお う工 夫 を した 経 腔 的 憩室 切 除術 を

行 い,1例 にurethrovaginaifistulaを 合併 した の

み で あ った.

原 田 ら20)(1965)は 術 後尿 道 膣疲 の合併 症 を 防 ぐ 目

的 で,膣 前庭 部 か ら侵 入 して嚢 を切 除 す る経 庭 式 憩室

切除 術 を 考案 し,好 成 績 を得 て い る.大 きな憩 室 の切

除 は比 較 的 容易 で あ るが 小 さな 憩室 で は 憩室 の局在 そ

の ものが 判然 とせず,切 除 術 は大 変 困難 で あ る.La-

pides21)は 経 尿 道的 手 術を 推 奨 してい る.

Feldstein22)(1981)は 憩 室切 除 術 に 先だ ち,憩 室

内 に メチ レンブル ーを混 じたcoagulumを 作製 し,

複雑 に 分岐 した 憩室 切 除 に成 功 してい る,著 者 も術 直

前に 高圧 尿 道 造影 用 パ ル ー ンカテ ー テルを 用 い メチ レ

ンブル ーを 混 じた コア グラ ムを作 製 し,憩 室 切 除に 際

して は郡 らの ご と く,パ ル ー ソカ テ ー テルを 膀胱 か ら

外 側 へ牽 引 し恥骨 部 に 固定 し,経 膣 式 に憩 室 を 切除 し

た.手 術は 比 較 的容 易 に行 え,術 後 の 合併 症 も全 く認

めて い な い.

SpenceandDucket23)(1970)は 外尿 道 口近 く(尿

道 外113)の 憩 室 に対 して は,憩 室 口以下 の 尾 側尿 道

後壁 を腔 壁 と と もに 外 尿道 口まで 切 開(尿 道下 裂 作

製)す る単 純 な術 式 を用 い て 好成 績 を得 てい る.採 用

して よい単 純 な術 式 と思わ れ る.

結 語

1)1984年7月 より1987年6月 迄に三品泌尿器科医

院を受診した女性患者895名 中13名(L5%)に 尿道憩

室が発見された.う ち8名 は積極的に高圧尿道造影を

行った1986年7月 より1987年6月(女 性患者285名)

に診断された(2.8%).

2)1987年6月 までに自験13例 を含め,本 邦尿道憩

室症例は187例 となる,

3)手 術術式として,経 膣的切除術を5例 に行い,
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手術に際 し,憩 室内にメチレンブルーを含むコアグラ

ムの作製とバルーンカテーテルを用いた尿道の牽引を

用いた.残 り8例 に対しては,現 在尿道拡張術などの

保存療法にて経過観察中である.

本論文の要 旨(症 例1～5)は,第115回 日本泌尿器科学

会関西地方会(1986,6.7.大 阪)に おいて報告 した、
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